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①特色ある授業 

「ジンジャーエールづくり」（理科と英語の横断的授業） 

   

５期生卒業特集 

３年間の附属中生活を振り返って 

入学当時 

②充実した部活動 

                      ３月１６日（水）に卒業式が挙行され、５期生４０名が卒業しました。附属中で過ごした

5期生は今、3年間を振り返り、どのようなことを感じているのでしょうか。 

卒業時 

「ジンジャーエールづくり」（理科と英語の横断的授業） 

 ジンジャーエールが自分達で

作れることに衝撃を受けました。

英語で書かれたレシピをみんな

でなんとか解読して、ゴールに

たどり着けたのが達成感を得ら

れて楽しかったです。 

「ハイレベルな数学の授業」 ） 

 授業でチャレンジ問題に取り組み

ました。簡単には解けなくて、休み時

間もクラスメイトとずっと一緒に考え

ていました。発展的な内容に取り組

むのが楽しかったです。 

運動部  自分の課題を分析し、課題を克服する

ために練習を工夫してできた時の喜び

はひとしおです。先輩後輩とのつながり

もでき、人間関係も広がりました。  ス

ポーツにこんなに一生懸命打ち込めた

のは初めてでした。（陸上競技部員） 

文化部  自分たちで構成を考えるところから始め、

インタビューや編集を行い、番組を制作し

ました。撮影や編集方法、発声の仕方は高

校生の先輩に教わりました。苦労して作り

上げた作品で全国大会に出場することも

でき、うれしかったです。（放送部員） 

｢SDGs 持続可能な未来に向けた提案｣ 

 みらい楽では、生徒が自ら課題を発見し、解決に向けて学習を進めます。3年生はこれまで、SDGｓをテーマに、地域

社会が抱える課題の解決に向けて取り組んできました。３年生が取り組んだ活動内容の一部をご紹介します。 

 「学生服のリユースShopさくらや」さんからご助言をいただき

ながら、福知山高校と附属中学校の制服の再利用を促進する仕

組みを作りました。卒業生に呼びかけ、カッターシャツ11着や学ラ

ン１着などが集まり、在校生に無償で提供しました。 

 3つの活動グループが福知山市内の廃校を活用するためのアイディ

アを提案しました。何度も旧河合小学校を訪れ、この場所で中学生に

何ができるのかを考えました。11月の研修旅行では、福井県にある廃

校をリノベーションした施設に宿泊し、廃校の利用について考えるヒン

トを得ました。 

「福服サイクル」（制服の再利用を促進する取組） 「廃校活用」（旧河合小学校の施設活用） 

今年度の研修旅行では、２泊３日で北陸方面を訪れ、SDGsに積極的に取り組むまちづくりを学びました。  
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生徒の個性を見つけ、伸ばす６年間 

 

福中アート 

 
日本の伝統文化・茶道の学習 

 

 
中丹支援学校との作品交流 

～世界にひとつだけの花～ 

 中丹支援学校の生徒のみなさ
んが作ってくれた和紙に、一人ひ
とりが世界にひとつだけの花の
絵を描きました。 

 

 1年生から3年生が書写や美術の授業で制作した作品を校内に展示
し、鑑賞しました。高校生が制作した作品も鑑賞することができ、早速
次の作品の構想が浮かんでワクワクした人もいたようです。彩り豊かに
なった校内は、美術館に様変わりし、個性あふれる作品は私たちの目と
心をいやしてくれました。 

文化・芸術展 

 

 黒板ジャック 

 非日常を楽しみ、発想力や創造力など人間の持つ力のすばらしさを
感じてほしいと高校生の美術部が、３日間をかけて中学1年生の教室
の黒板にサプライズで絵を描きました。教室に入ってきた１年生は思わ
ず目を見開き、喜んでいる様子でした。描き手の高校生とじっくり話し
ながら鑑賞し、芸術の奥深さを味わいました。  

←例年は福知山市厚生会館にて文化・芸術 
展を開催し、合唱の発表なども行っていま
す。 

 家庭科では、きょうと食いく先生をお

招きし、日本茶や和菓子について学

び、抹茶の原料となる碾茶を石臼で

碾く体験もしました。美術では楽茶碗

と漆で絵付けした干菓子盆の制作を

行い、それらを使用して茶道体験を行

いました。 

 一連の茶道文化の学習を通して、日

本の伝統文化について理解を深める

とともに、他人への思いやりやおもて

なしの心を育むことができました。 

 附属中学校では、さまざまな学びを通して、知的好奇心を高め、感じる力を育む教育に力を入れて

取り組んでいます。例えば、音楽や絵画、書といった芸術作品の制作や鑑賞によって、豊かな感受性

を養います。附属中では、次のような学習を通して、芸術と触れ合う機会にしています。 

生徒感想 

中丹支援学校のみなさんへの感謝の気持ちを込めて、ま

た、この絵を見た人が元気が出るよう、色あざやかに描き

ました。お互いの作品を通して交流することも思いが通じ

合うようでいいなと思いました。 

家庭科 和菓子を学ぶ 

（1年 女子） 
美術 楽茶碗制作 


